2008年度岩本ゼミ活動報告 by 三木, 康平
Title2008年度岩本ゼミ活動報告
Author(s)三木, 康平




Type Departmental Bulletin Paper
Textversionpublisher
Kyoto University




























 今期のゼミは 16期生に 10人の 2回生、15期生に編入の 2名を加え、2・3回生で 22人
という経済学部の中でも最も大きいゼミの 1つとなった。 
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 岩本ゼミとして 1 年間無事に活動することが出来たのはひとえに先生・先輩方の助けが
あったからにほかありません。改めて感謝します。 
 ゼミ活動は、自ら国際経済学というテーマをより専門的に勉強すると選択し、仲間と共
に助け合いながら切磋琢磨する場であった。その中で普段の講義とは違う緊張感の中、勉
強し、またゼミ生同士の絆を深めることも出来たと思う。またチームで経済学に関するデ
ィベートを行い、また論文を執筆することはゼミ活動の醍醐味であり、初めて経験する 2
回生には新鮮なものであっただろう。その経験を活かして、新しく入ってくる 17期生とい
っしょに新たな 1年を全力疾走してほしいと思う。3回生は就職活動等で忙しい中で 2回生
を引っ張ってくれたと思う。ゼミでの経験を今後の進路選択に役立てて、また来期のゼミ
活動のサポートをしてほしいと思う。 
 今期のゼミ活動では、良い点もあっただろうが改善すべき点も多かったと思う。来期は
全員が一致団結して、問題点に対応しながら、岩本ゼミを京都大学随一の魅力的かつ、ア
カデミックな空気を楽しむことの出来る場にしてほしいと思う。 
 最後に私事となりますが、ゼミ長として一生懸命頑張ったつもりですが、至らない点が
多く、後悔することが山のようにあります。そんな中でも 1 年間支えてくださった先生・
先輩方・ゼミ生に感謝したいと思います。ありがとうございました。 
 
